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令和６年度 第２回 香川県公共事業評価委員会 

 

議 事 次 第 

 

 

日 時：令和６年８月１９日（月）１４：００～ 

場 所：高松港旅客ターミナルビル ７階会議室 

 

 

 

   １ 開  会 

 

 

   ２ 再評価の審議 

○ 事業説明及び質疑応答 

 

 

   ３ 詳細審議対象事業について 

 

 

４ その他 

 

 

   ５ 閉  会 
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香川県公共事業評価委員会委員名簿 

（令和６年８月現在） 

 

 

香川大学 名誉教授            白木  渡   

香川大学創造工学部教授学部長    末永 慶寛  

佐藤好美建築工房主宰        佐藤 好美  

㈱人間科学研究所所長        池田 弘子  

香川大学経済学部准教授       福村 晃一  

(一社)香川経済同友会専務理事    國村 一郎  

香川大学創造工学部准教授      玉置 哲也  

 

 

 

以上 ７委員（敬称略・順不同） 
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令和６年度　事業評価 【再評価】 対象事業総括表

年数 区分

1 農山漁村地域整備交付金事業
森林管理道
琴南財田線

香川県
三豊市

まんのう町
H2

(1990)
R15

(2033)
再評価後5年

（R元)
D 継続

H26抽出審議
+現地調査

2 道路改築事業
県道高松坂出線
（五色台工区）

香川県
高松市、
坂出市

R元
(2019)

R6
(2024)

E 継続 ●
R4抽出審議
+現地調査

3
浸水対策下水道事業
中心市街地西部地区
（大規模雨水処理施設整備事業）

高松市
公共下水道

高松市 高松市
R2

(2020)
R12

(2030)
採択後5年 B 継続

※○：抽出審議

※●：抽出審議＋現場調査

区　　分

Ａ：事業採択後、一定期間経過後未着工の事業

Ｂ：事業採択後、長期間が経過している事業（事業採択後５年目
※１）

の年度末までに実施）

Ｃ：事業採択前の準備・計画段階で一定期間が経過している事業

Ｄ：再評価実施後、一定期間が経過している事業（再評価実施時から５年後の年度末までに実施）

Ｅ：その他（社会経済情勢の急激な変化等により再評価の実施の必要が生じた事業）

※１：国が定める再評価実施要領に基づく再評価対象事業以外の事業については、事業採択後10年目の年度末までに実施。

摘    要

総 計　　　３事業

評価
対象
番号

事　業　名 道路･河川名等 事業主体 工事箇所
着手年

度

■対応方針(案）　　　    継続  ３事業

事業
完了
予定
年度

再評価基準
対応方針

（案）

前回
抽出
の

有無
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令和６年度　事業評価 【再評価】 対象事業総括表（詳細）
令和６年８月現在

５年度まで
執行事業費
（百万円）

進　捗　率
残事業費
（百万円）

年数 区分

1 農山漁村地域整備交付金事業
森林管理道
琴南財田線

香川県
三豊市

まんのう町
H2

(1990)
R19

(2037)
11,266 9,913

進捗率　88％
（事業費ベース）

1,353

山地災害防止や水源かん養等の
多様な公益的機能を持つ森林の
適正な整備・保全を図るととも
に、収穫期を迎える人工林の搬
出間伐などの木材生産を効率的
に推進する上で、骨格的な基盤
施設として整備する必要がある。

整備延長が長く、完成までに多額
の費用と期間を要するため、事業
が長期化に及んでいる

再評価後5年
（R元)

D 継続
H26抽出審議
+現地調査

2 道路改築事業
県道高松坂出線
（五色台工区）

香川県
高松市、
坂出市

R元
(2019)

R6
(2024)

12,950 10,795

工事　85％
（事業費ベース）

用地　100％
（事業費ベース）

※事業費見直し前の
進捗率

2,155

「さぬき浜街道」の一部であり、物
流機能の強化や交通安全の確
保、並行幹線道路の交通渋滞緩
和に寄与するとともに、災害時に
おける緊急輸送道路として重要
な道路である。

社会経済情勢の
急激な変化等によ
り再評価の実施
の必要が生じた。

E 継続
R4抽出審議
+現地調査

3

浸水対策下水道事業
中心市街地西部地区
（大規模雨水処理施設整備事
業）

高松市
公共下水道

高松市 高松市
R2

(2020)
R12

(2030)
10,812 1,839

進捗率　１７％
（事業費ベース）

8,973
中心市街地西部地区において、
雨水排水能力を増強し、浸水被
害を軽減する必要がある。

採択後5年 B 継続

Ａ：事業採択後、一定期間経過後未着工の事業

Ｂ：事業採択後、長期間が経過している事業（事業採択後５年目※１）の年度末までに実施）

Ｃ：事業採択前の準備・計画段階で一定期間が経過している事業

Ｄ：再評価実施後、一定期間が経過している事業（再評価実施時から５年後の年度末までに実施）

Ｅ：その他（社会経済情勢の急激な変化等により再評価の実施の必要が生じた事業）

※１：国が定める再評価実施要領に基づく再評価対象事業以外の事業については、事業採択後10年目の年度末までに実施。

対応方針
（案）

摘    要

総 計　　　３事業

■対応方針(案）　　　    継続  ３事業

事業
完了
予定
年度

総事業費
（百万円）

事業の必要性等
事業が長期化
している理由

再評価基準
評価
対象
番号

事　業　名 道路･河川名等 事業主体 工事箇所
着手年

度
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再評価の視点と対応方針決定の考え方 

（国土交通省所管公共事業の再評価実施要領より） 
 
■ 再評価の視点 （第５の３） 

① 事業の必要性等に関する視点 
１）事業を巡る社会経済情勢等の変化 

２）事業の投資効果 

３）事業の進捗状況 

② 事業の進捗の見込みの視点 
事業の実施のめど、進捗の見通し等 

③ コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点 
技術の進展に伴う新工法の採用等による新たなコスト縮減の可能性や事業手法、

施設規模等の見直しの可能性 

 

 

■ 対応方針決定の考え方 （第５の４） 

再評価の視点 

対応方針 ①事業の 

必要性等 

②事業進捗の 

見込み 

③コスト縮減や代替案立案等 

の可能性 

○  ⇔  ○ － 

継続 
○  ⇔  × 

 

×  ⇔  ○ 

 

×  ⇔  × 

○ 
（見直しを実施することにより、①及

び②の視点による再評価が継続妥

当と判断できる場合） 

× 
（見直しを実施した場合でも継続が

妥当と判断できない場合） 

中止 
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※その他社会経済情勢の急激な変化等により再評価の実施の必要性が生じた場合:Ｅ 
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